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饗
惹
’

韓
土
び
、
学

・
穂
’
挙

白
・
五
月
頃
十
号

発
行
所

灘畑

S
日
本
仏
教
会

　
　
東
京
都
中
央
区
築
地

　
　
三
ノ
一
（
本
願
寺
内
）

　
　
電
話
（
脚
）
〇
三
｝
三

　
振
替
東
京
三
七
六
〇
〇

　
発
行
人
栗
本
俊
道

編
集
者
別
所
弘
因

　
印
刷
所
栄
昌
堂

清
新
の
気
を
盛
り
あ
げ
て
開
く
／

第
九
回
全
日
本
仏
教
徒
会
議

　
恒
例
の
仏
教
徒
会
議
は
本
年
は
東
京

に
隣
接
す
る
神
奈
川
県
仏
教
会
の
要
望

に
も
と
づ
き
、
来
る
六
月
一
日
、
二

日
、
鶴
見
の
曹
洞
宗
大
本
山
総
持
寺
を

会
場
と
し
て
開
催
す
る
こ
と
と
な
っ

た
。
こ
の
大
会
も
九
回
目
を
む
か
え
る

こ
と
に
な
れ
ば
何
と
な
く
だ
れ
気
味
と

な
り
マ
ン
ネ
リ
ズ
ム
に
な
っ
て
き
た
の

で
、
つ
と
め
て
清
新
の
気
を
盛
り
あ
げ

て
行
い
た
く
、
目
下
地
元
神
奈
川
県
仏

の
請
入
れ
態
勢
と
相
ま
っ
て
そ
の
準
備

に
大
童
と
云
う
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の

た
び
の
会
議
に
の
ぞ
ん
で
望
ま
し
く
思

わ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
従
来
の
会
議
が

と
か
く
当
局
に
む
か
っ
て
い
た
づ
ら
に

た
て
つ
い
て
見
た
り
、
現
実
と
か
け
離

れ
た
論
議
を
し
た
り
、
仏
教
徒
と
し
て

ふ
さ
わ
し
く
な
い
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
振

り
廻
し
た
り
し
て
、
貴
重
な
時
間
を
浪

費
し
た
う
ら
み
が
あ
る
の
で
そ
れ
ら
の

行
き
方
を
少
し
く
改
め
、
角
度
を
変

え
て
卒
直
に
世
評
の
声
を
き
く
こ
と
に

し
、
出
来
る
こ
と
な
ら
仏
教
界
以
外
の

言
論
界
、
学
界
、
労
働
組
合
等
か
ら
遠

慮
の
な
い
批
判
の
声
を
き
き
た
い
、
よ

し
ん
ば
そ
れ
が
少
し
く
苦
言
で
あ
り

毒
舌
で
あ
っ
て
も
一
応
甘
ん
じ
て
謹
聴

し
て
見
よ
う
で
は
な
い
か
、
そ
の
声
を

中
心
と
し
て
部
会
に
於
け
る
論
議
を
た

た
か
わ
し
て
見
た
い
と
い
う
本
部
方
針

を
進
め
て
い
る
。
仏
教
界
に
何
を
望
む

か
と
い
え
ば
結
論
的
に
は
全
仏
の
あ
り

方
を
教
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
と
は
思

う
が
そ
れ
は
同
時
に
全
国
か
ら
参
加
さ

れ
る
代
表
に
も
直
結
す
る
問
題
と
な
る

で
あ
ろ
う
と
思
う
。
本
当
に
世
間
の
人

々
は
仏
教
に
何
を
求
め
て
い
る
の
で
あ

ろ
う
か
。
お
寺
の
屋
根
を
な
が
め
、
葬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
式
や
墓
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
見
た
と

　
　
　
　
　
　
　
　
寺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
だ
け
仏

　
　
　
　
　
　
　
　
持

　
　
　
　
　
　
　
　
総
却
教
と
い
う

㎜
欝
山
（
も
の
を
頭

㌃
’
本
門
に
浮
べ
て

鋤
蟻
撫

　
　
大
胡
ん
（
政
治

　
’
は
僧
評
論
家
）

’・
　
　
　
　
供
の
と
き

よ
く
近
所
の
寺
で
遊
ん
だ
そ
う
だ
が
、

そ
の
と
き
お
寺
の
庫
裡
（
く
り
）
座
敷

に
座
っ
て
い
る
坊
さ
ん
を
見
る
と
い
つ

も
御
馳
走
が
山
の
よ
う
に
置
い
て
あ
る

の
を
見
て
、
大
人
に
な
っ
た
ら
坊
さ
ん

に
な
る
ん
だ
と
い
う
熱
い
希
望
を
も
や

し
た
こ
と
が
あ
る
と
い
う
。
し
か
し
現

在
あ
の
人
か
ら
仏
教
に
対
す
る
評
論
な

ど
あ
ま
り
き
か
ざ
れ
た
こ
と
も
な
く
、

仏
教
な
ど
あ
っ
て
も
な
く
て
も
ど
う
で

も
い
い
よ
う
に
思
っ
て
い
る
の
で
は
あ

る
ま
い
か
と
さ
え
感
ぜ
ら
れ
る
Q
　
（
事

実
は
関
心
が
あ
る
人
か
も
し
れ
な
い
）

実
は
唐
島
さ
ん
の
よ
う
な
政
治
を
評
論

す
る
人
こ
そ
現
代
の
あ
り
方
、
社
会
の

あ
り
方
、
教
育
の
あ
り
方
、
宗
教
の
あ

り
方
等
を
総
合
し
て
考
え
て
下
さ
る
人

で
は
な
い
か
と
思
へ
ば
、
そ
ん
な
人
か

ら
こ
そ
卒
直
な
小
言
や
忠
言
や
、
苦
言

を
聞
し
て
も
ら
い
た
い
の
で
あ
る
。
唐

島
さ
ん
に
限
ら
ず
細
川
隆
元
さ
ん
や
御

手
洗
辰
雄
さ
ん
阿
部
真
之
助
さ
ん
大
宅

壮
一
さ
ん
等
に
し
て
も
す
べ
て
政
治
評

論
家
で
あ
り
文
明
批
評
家
で
あ
る
か
ら

あ
の
人
々
が
仮
り
に
仏
教
が
き
ら
い

で
あ
っ
て
も
現
代
の
精
神
現
象
を
頭
か

ら
抜
き
取
っ
て
の
評
論
が
出
来
る
筈
は

な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
好
む
好
ま
ぬ
は

別
と
し
て
仏
教
に
対
し
て
も
相
当
な
深

い
認
識
や
関
心
が
あ
る
筈
だ
と
思
う
。

こ
の
よ
う
な
人
々
か
ら
受
け
た
評
論
を

中
心
と
し
て
参
会
者
同
志
が
論
議
を
交

換
す
る
と
い
う
こ
と
は
興
味
深
い
プ
ラ

ン
で
は
あ
る
ま
い
か
と
思
う
。

　
次
は
学
界
や
教
育
界
、
財
界
や
実
業

界
か
ら
又
は
婦
人
、
青
年
層
の
声
も
き

き
た
い
。
と
く
に
産
業
界
や
生
産
労
働

組
合
等
の
人
々
か
ら
も
き
き
た
い
。
資

本
と
労
働
は
互
い
に
共
同
社
会
の
運
命

下
に
あ
る
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
自
分
の

立
場
を
百
パ
ー
セ
ン
ト
に
生
か
し
て
行

こ
う
と
す
る
の
が
仏
教
思
想
に
基
づ
く

勤
労
精
神
と
云
う
べ
き
で
あ
ろ
う
け
れ

ど
も
財
界
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
の
問
題
や

賃
上
げ
斗
争
に
明
け
く
れ
る
労
働
組
合

等
の
人
々
が
ど
れ
ほ
ど
仏
教
を
理
解
し

て
い
る
の
か
（
仏
教
側
か
ら
の
呼
び
か

け
も
足
り
な
い
）
正
直
な
と
こ
ろ
を
き

か
し
て
も
ら
え
た
ら
と
思
っ
て
い
る
。

　
次
は
映
画
、
文
芸
、
マ
ス
コ
ミ
方
面

の
声
も
き
き
た
い
。
日
蓮
や
青
鷺
映
画

を
見
て
ど
の
よ
う
な
感
じ
を
受
け
た

か
、
映
画
製
作
者
の
感
じ
と
映
画
を
見

て
大
衆
が
仏
教
を
ど
の
よ
う
に
受
け
と

っ
た
か
、
興
行
価
値
と
仏
教
徒
が
期
待

す
る
ポ
イ
ン
ト
は
全
く
異
る
意
味
を
も

つ
か
も
し
れ
な
い
。
た
と
へ
ば
親
鷺
の
　
“

ラ
ヴ
シ
ー
ン
法
然
に
よ
っ
て
他
力
本
願

の
真
理
を
体
得
す
る
あ
た
り
の
宗
教
的

内
容
等
は
一
般
大
衆
か
ら
ど
の
よ
う
に

評
価
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
か
。
坊
さ
ん
で

さ
え
好
き
勝
手
な
恋
は
ゆ
る
さ
れ
て
い

る
の
だ
と
早
合
点
し
て
性
犯
罪
を
こ
こ

ろ
み
る
青
年
が
無
き
に
し
も
あ
ら
ず
。

寛
容
と
忍
耐
は
最
近
の
流
行
語
と
さ
え

な
り
っ
つ
あ
る
が
、
そ
れ
は
左
側
通
行

か
右
側
通
行
か
が
、
不
明
に
な
っ
て
す

べ
て
が
混
乱
す
る
よ
う
な
副
作
用
が
あ

る
の
と
同
じ
で
あ
る
。
テ
レ
ビ
の
オ
六

チ
ャ
ン
ネ
ル
（
？
）
を
捻
る
と
よ
く
仏
教

や
坊
さ
ん
、
お
寺
を
冷
笑
し
て
い
る
よ

う
な
画
面
が
出
る
。
現
代
は
実
存
主
義

の
亜
流
に
よ
っ
て
す
べ
て
が
オ
チ
ヤ
ラ

カ
人
生
で
あ
る
か
ら
秩
序
や
ヒ
ュ
ー
マ

ニ
ズ
ム
を
冷
笑
す
る
よ
う
な
マ
ス
コ
ミ

が
多
い
。
風
流
夢
諦
に
せ
よ
、
春
泥
尼

に
せ
よ
芥
川
賞
の
○
○
作
品
に
せ
よ
、

仏
教
者
が
仏
教
を
冷
笑
し
て
い
る
よ

う
な
作
品
さ
え
あ
る
。
印
度
思
想
や
仏

ー
ー
ー
ー

教
思
想
は
も
と
も
と
禁
欲
思
想
に
傾
い

た
も
の
で
あ
っ
た
が
近
頃
は
欲
望
満
足

至
上
主
義
と
い
う
魔
風
の
あ
お
り
を
食

っ
て
仏
教
ま
で
を
歪
曲
し
て
受
け
と
る

よ
う
な
受
取
り
方
が
あ
る
よ
う
だ
が
、

こ
れ
ら
の
こ
と
を
ど
の
よ
う
に
解
明
す

る
か
等
の
論
戦
を
展
駒
す
る
こ
と
も
い

い
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
る
。

　
な
ほ
現
代
寺
院
経
営
ま
た
は
活
動
運

営
に
つ
き
研
究
的
な
意
見
や
成
功
失
敗

等
の
体
験
談
を
発
表
し
そ
れ
を
中
心
に

論
議
を
展
開
す
る
こ
と
も
仏
教
々
三
人

と
し
て
身
近
か
な
問
題
で
あ
る
だ
け
に

興
味
深
い
こ
と
で
は
あ
る
ま
い
か
と
思

っ
て
い
る
。
此
の
古
仏
通
信
を
お
読
み

に
な
っ
て
か
ら
で
も
遅
く
は
な
い
か
ら

発
表
方
を
希
望
さ
れ
る
方
が
あ
っ
た
ら

早
め
に
申
出
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

と
も
か
く
お
互
い
に
肌
に
感
じ
皮
膚
に

感
ず
る
ナ
マ
の
問
題
を
と
り
あ
げ
て
語

り
合
う
こ
と
に
重
点
を
お
き
有
意
義
な

二
日
間
と
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

　
人
類
に
と
り
今
年
は
あ
ら
ゆ
る
意

味
で
大
い
な
る
試
練
の
年
と
な
り
ま

し
た
。
只
、
単
に
政
治
、
外
交
、
経

九回全日本仏教徒会議～

神奈川県大会

済
、
軍
事
等
の
外
面

的
物
質
的
部
面
だ
け

で
な
く
人
間
生
活
の

根
幹
た
る
精
神
的
世

界
に
於
て
も
、
ま
こ

と
に
容
易
な
ら
ぎ
る

危
機
に
直
面
し
て
お

り
ま
す
。
こ
の
時
に

あ
た
り
本
大
会
が
蝕

に
才
九
回
を
迎
え
得

た
事
は
そ
の
意
義
の

洵
に
重
且
大
な
る
も

の
が
あ
り
仏
教
徒
の

深
い
反
省
と
力
強
い
前
進
の
た
め
の

一
大
契
機
と
し
て
御
同
慶
に
堪
え
な

い
所
で
あ
り
ま
す
。
幸
に
全
国
の
多

鰍銅

ﾌ
繍
蕎
鷲
　

止
み
ま
せ
ん
。

一
、
期
日
　
六
月
一
日
（
木
）

　
　
　
　
　
　
　
二
日
目
金
）

一
、
会
場
　
横
浜
市
鶴
見
町
　
大
本

　
　
　
　
　
山
総
持
寺

一
、
参
加
申
込

　
　
　
　
　
①
　
参
加
者
　
全
一
加

　
　
　
　
　
　
盟
の
各
宗
派
。
都
道

　
　
　
　
　
　
府
県
仏
教
会
各
団
体

　
　
　
　
　
　
の
推
薦
者
五
百
名

　
　
　
　
　
②
　
参
加
費
　
五
百
円

　
　
　
　
　
　
を
申
込
み
と
同
時
に

　
　
　
　
　
　
納
金
の
こ
と

　
　
　
　
　
③
　
締
切
　
五
月
十
日

鞠
、
議
題
　
①
　
寺
院
の
興
隆
に
つ

　
　
　
　
　
　
い
て

　
　
　
　
　
②
　
仏
教
会
今
後
の
あ

　
　
　
　
　
　
り
方
に
つ
い
て

　
右
議
題
に
つ
き
意
見
、
体
験
等
を

具
体
的
に
発
表
し
て
下
さ
い
。
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信
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昭
和
三
十
五
年
度

全
　
仏
　
事
　
務
　
報
　
告

昭
和
三
十
五
年

　
四
月

　
　
　
四
目
　
宗
教
法
人
法
対
外
委
員

　
　
　
会
（
墓
地
問
題
等
）
故
カ
ン
ポ

　
　
　
ジ
ア
国
王
へ
弔
電

　
　
十
八
日
　
ネ
パ
ー
ル
国
王
来
日
出

　
　
　
迎
え

　
　
　
宗
教
法
人
法
問
題
委
員
会
（
神

　
　
　
宮
問
題
等
）

　
　
廿
五
日
　
ネ
パ
ー
ル
国
王
に
接
見

　
　
　
（
於
東
京
芝
迎
賓
館
）

　
　
　
セ
イ
ロ
ン
僧
団
来
日
出
迎
　
全

　
　
　
仏
通
信
合
併
才
五
十
一
号
発
行

　
　
廿
六
日
　
セ
イ
ロ
ン
僧
団
築
地
本

　
　
　
願
寺
参
拝
、
二
仏
歓
迎
会

　
　
廿
七
日
　
常
務
理
事
会
（
収
支
決

青
算
の
件
等
）

　
　
　
四
日
　
仏
教
復
興
運
動
世
話
人

　
　
会
（
於
築
地
サ
ボ
イ
）

　
　
九
日
　
来
日
セ
イ
ロ
ン
比
丘
急

　
　
　
逝
の
た
め
石
川
局
長
ら
大
使
館

　
　
　
を
弔
問

　
　
十
一
日
日
当
連
理
事
会

　
　
英
文
仏
教
百
科
辞
典
委
員
会

里
離
東
龍
神
会
（
密
室

　
　
運
営
の
件
等
）
　
　
　
　
　
｝

　
　
墓
地
問
題
で
厚
生
省
へ
伺
書
提

　
　
出

　
十
九
日
　
仏
教
復
興
運
動
世
話
人

　
　
会
（
於
築
地
サ
ボ
イ
）

　
　
二
十
日
　
常
務
理
事
会
、
理
事
会

　
　
　
（
決
算
承
認
の
件
等
）

　
　
ブ
ラ
ジ
ル
母
国
観
光
団
来
日

　
廿
三
日
　
宗
教
法
人
法
問
題
委
員

　
　
会
（
神
社
問
題
等
）

　
廿
五
日
　
二
仏
通
信
矛
五
十
二
号

　
　
発
行

　
廿
六
日
　
英
文
仏
教
百
科
辞
典
理

　
　
事
会

　
廿
九
日
　
同
日
と
三
十
日
矛
八
回

　
　
全
日
本
仏
教
徒
会
議
（
於
金
沢

の　　　　　　　　ロ

し1

　
　
市
東
本
願
寺
別
院
）

六
回
忌
　
八
日
　
宗
教
法
人
刻
外
委
員
会

　
　
（
墓
地
問
題
等
）

　
　
九
日
　
神
奈
川
県
仏
総
会
（
於

　
　
川
崎
大
師
平
間
寺
）

　
　
十
日
自
民
党
と
の
懇
談
会

　
　
（
東
京
赤
坂
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
）

　
　
重
永
潜
師
を
囲
む
会
（
於
東
京

　
　
銀
座
三
笠
会
館
）

　
　
仏
教
政
治
同
盟
発
会
式
に
出
席

　
　
（
於
東
京
丸
内
工
業
ク
ラ
ブ
）

　
十
四
日
　
農
地
補
償
請
願
の
た
め

　
　
衆
参
各
議
員
に
面
会

　
　
民
主
主
義
を
守
る
仏
教
徒
の
集

　
　
い
に
出
席
（
小
石
川
伝
通
院
）

　
十
五
目
　
羽
田
事
件
に
遣
憾
の
意

　
　
を
表
明
し
声
明
を
駐
日
米
国
大

　
　
使
へ
送
る

　
十
八
日
　
常
務
理
事
会
（
墓
地
問

　
　
題
、
大
会
決
議
の
具
現
化
等
）

　
廿
一
日
セ
イ
ロ
ン
比
丘
ウ
イ
プ

　
　
ラ
サ
ー
ラ
比
丘
を
見
送
る

　
廿
二
日
号
全
国
宗
務
総
長
緊
急
会

　
　
議
（
全
仏
声
明
草
案
を
練
る
）

　
廿
二
日
正
副
各
委
員
長
会
議

　
　
（
大
会
決
議
の
具
現
化
の
件
等
）

　
廿
三
日
　
社
会
党
と
の
懇
談
会

　
　
（
於
衆
議
院
三
三
会
舘
）

　
　
緊
急
常
務
理
事
会
（
全
仏
声
明

　
　
発
表
）

　
廿
四
日
　
全
書
声
明
書
を
政
府
、

　
　
各
政
党
、
報
道
関
係
、
各
宗
派

　
　
府
県
仏
、
諸
団
体
、
理
事
以
上

　
　
等
へ
送
付

　
廿
五
日
　
全
音
通
信
才
五
十
三
号

　
　
発
行

　
廿
九
日
　
矛
六
回
世
界
会
議
中
止

　
　
の
旨
世
界
連
盟
本
部
よ
り
来
信

七
月
　
　
二
日
　
埼
玉
県
仏
支
部
長
会
議

　
　
へ
出
席
（
墓
地
問
題
等
）

　
　
七
日
　
日
宗
連
理
事
会
（
全
国

　
　
会
譲
の
志
望
）

　
十
五
日
　
N
H
K
主
催
の
海
外
邦

　
　
人
物
故
者
追
悼
法
要
国
際
放
送

　
　
に
協
力
（
於
長
野
市
善
光
寺
）

　
十
八
日
　
国
際
委
員
会
（
大
会
決

　
　
議
の
具
現
化
）

　
廿
七
日
　
宗
教
法
人
法
、
対
外
合

　
　
同
委
員
会
（
墓
地
問
題
等
）

　
廿
八
日
　
社
会
問
題
委
貝
会
（
原

　
　
水
爆
禁
止
運
動
の
件
等
）

　
廿
九
日
　
組
織
教
化
委
員
会
（
大

　
　
会
決
議
具
現
化
）

　
廿
九
日
　
趙
撲
初
居
士
一
行
来
日

　
　
（
世
界
平
和
者
会
議
の
た
め
）

　
三
十
日
　
全
日
仏
青
高
尾
山
結
集

　
　
に
出
席
（
於
高
尾
山
薬
王
院
）

　
珊
一
日
　
民
社
党
と
の
懇
談
会

　
　
（
於
東
京
麻
布
都
市
セ
ン
タ
ー
）

八
月

　
　
二
日
　
東
京
仏
教
団
総
会
へ
出

　
　
席
（
墓
地
問
題
等
）

　
　
三
日
　
常
務
埋
事
会
（
墓
地
問

　
　
題
等
）

　
　
六
日
置
原
爆
被
災
者
慰
霊
祭
へ

　
　
出
席
（
於
東
京
虎
門
社
会
事
業

　
　
会
館
）

　
　
十
日
　
趙
朴
初
居
士
歓
迎
会

　
　
（
於
東
京
銀
座
三
笠
会
館
）

　
十
七
日
　
日
量
連
幹
事
会
（
三
冠

　
　
地
本
願
寺
）

　
二
十
日
　
全
国
宗
務
総
長
会
議

　
　
（
墓
地
問
題
等
、
於
東
京
西
本

　
　
願
寺
）

　
廿
二
日
　
長
野
県
仏
講
演
会
へ
出

　
　
張
（
墓
地
、
新
興
宗
教
の
件
）

　
廿
六
日
　
静
岡
、
浜
松
、
沼
津
方
・

　
　
面
で
開
催
の
懇
談
会
へ
出
席

　
　
（
墓
地
問
題
の
件
等
）

　
三
十
日
　
神
奈
川
生
仏
福
永
会
長

　
　
急
逝
さ
る

九
月
　
　
六
日
　
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
よ
り
遺
．

　
　
骨
帰
還
を
出
迎
（
於
芝
浦
港
）

　
　
七
日
　
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
遺
骨
拝

　
　
礼
式
典
に
参
列
（
於
東
京
市
ケ

　
　
谷
厚
生
省
引
揚
援
護
局
）

　
十
七
日
　
関
東
甲
信
越
プ
ロ
ツ
ク

　
　
会
譲
へ
出
席
（
墓
地
問
題
の
件

　
　
於
伊
豆
修
善
寺
ホ
テ
ル
）

　
廿
八
日
　
日
米
修
交
百
年
祭
へ
祝

　
　
意
表
明
の
た
め
日
本
仏
教
徒
代

　
　
表
孤
峯
智
環
禅
師
を
派
遣

＋
月

　
　
二
日
　
同
日
と
三
日
の
両
日
オ

　
　
五
回
中
央
講
習
会
開
催
（
於
神

　
　
奈
川
県
大
雄
山
最
乗
寺
）

　
　
五
日
　
中
山
理
々
氏
渡
印

　
　
六
日
　
墓
地
を
守
る
東
京
檀
信

　
　
徒
代
表
者
会
議
（
於
東
京
浅
草

　
　
東
本
願
寺
）

　
十
一
日
　
国
会
議
員
と
懇
談
（
墓

　
　
地
問
題
、
於
赤
坂
プ
リ
ン
ス
ホ

　
　
テ
ル
）

　
廿
四
日
　
墓
地
問
題
陳
情
の
た
め

　
　
文
部
、
厚
生
両
省
及
国
会
等
へ

　
　
請
願
に
行
く

　
廿
五
日
　
全
仏
通
信
オ
五
十
四
号

　
　
発
行

　
廿
七
日
　
日
宗
連
理
事
会
（
於
築

　
　
地
本
願
寺
）

　
廿
九
日
　
京
都
仏
教
徒
会
議
へ
出

　
　
席
（
於
京
郡
本
能
寺
会
館
）

＋
「
月

　
　
一
日
　
宗
教
法
人
法
対
外
委
員

　
　
会
（
神
社
問
題
等
）

　
　
二
日
　
組
織
委
員
会
（
大
会
決

　
　
議
の
具
現
化
等
）

　
　
八
日
　
国
際
委
員
会
（
中
国
仏

　
　
教
徒
招
請
の
件
等
）

　
十
八
日
　
矛
九
回
全
日
本
仏
教
徒

　
　
会
議
打
合
せ
（
於
横
浜
鶴
見
総

　
　
持
寺
）

　
十
九
日
　
公
明
選
挙
運
動
に
協
力

　
　
（
於
国
電
有
楽
町
、
渋
谷
駅

　
　
前
、
浅
草
寺
前
）

　
廿
二
日
　
神
奈
川
県
仏
役
員
会
へ

　
　
出
席
（
矛
九
回
大
会
の
二
等
）

　
廿
五
日
　
パ
キ
ス
タ
ン
仏
教
徒
へ

　
　
贈
る
観
音
像
開
眼
式
（
於
東
京

　
　
麻
布
永
平
寺
別
院
）

　
　
立
仏
通
信
オ
五
十
五
号
発
行

　
　
千
葉
県
仏
役
員
会
へ
出
席
（
於

　
　
成
田
信
徒
会
館
）

　
三
十
日
　
孤
…
峯
智
藻
樋
　
師
ワ
シ
ン

　
　
ト
ン
で
米
大
統
領
に
接
見

＋
二
月

　
　
三
日
　
墓
地
法
改
正
請
願
書
を

　
　
内
閣
、
法
務
、
厚
生
、
文
部
各

　
　
省
へ
提
出

　
　
八
日
　
在
日
韓
国
仏
教
代
表
祖

　
　
　
国
へ
出
発
を
見
送
る
（
於
神
戸

　
　
　
港
）

　
　
十
四
日
　
神
奈
川
県
仏
理
事
会
へ

　
　
　
出
席
（
オ
九
回
大
会
の
同
等
）

　
　
十
八
日
　
パ
キ
ス
タ
ン
大
統
領
へ

　
　
　
観
音
像
贈
呈
（
於
東
京
芝
迎
賓

　
　
　
館
）

　
　
二
十
日
　
同
日
か
ら
廿
一
日
に
か

　
　
　
け
て
墓
地
法
改
正
請
願
書
を
参

　
　
　
院
議
長
へ
提
出

　
　
廿
二
目
　
常
務
理
事
会
（
墓
地
の

　
　
　
件
等
）

　
　
　
常
務
理
事
、
監
事
、
正
副
委
員

　
　
　
長
の
合
同
懇
親
忘
年
会
（
於
築

　
　
　
地
本
願
寺
）

　
　
廿
五
日
　
全
仏
通
信
矛
五
十
六
号

　
　
　
発
行

　
　
廿
七
日
　
大
谷
貰
雄
議
員
渡
西
独

　
　
　
を
見
送
る

昭
和
三
十
六
年

　
閏
月

　
　
十
二
日
東
京
墓
地
対
委
員
と
の

　
　
　
協
議
会
（
於
築
地
サ
ボ
イ
）

　
　
二
十
日
　
墓
地
法
改
正
請
願
書
整
．

　
　
　
理
に
出
動
（
於
参
院
大
谷
三
三

　
　
　
議
員
室
）

　
　
廿
一
日
　
同
日
よ
り
珊
一
日
ま
で

　
　
　
墓
地
請
願
書
を
衆
参
各
議
員
へ

　
　
　
提
出

　
　
廿
三
日
　
孤
虫
智
環
禅
師
帰
国
歓

　
　
　
迎
会
へ
出
席
（
於
赤
坂
ホ
テ
ル

　
　
　
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
パ
ン
）

　
　
　
日
中
仏
達
成
立
五
周
年
祝
賀
会

　
　
　
へ
出
席
（
於
東
京
神
出
如
水
会

　
　
　
館
）

　
　
廿
四
日
全
日
仏
婦
修
正
会
へ
出

　
　
席
（
於
麻
布
八
芳
園
）

　
　
廿
五
日
　
全
仏
通
信
オ
五
十
七
号

　
　
発
行

　
　
廿
六
日
　
国
会
議
員
と
の
懇
談
会

　
　
　
（
墓
地
問
題
等
、
於
赤
坂
プ
リ

　
　
　
ン
ス
ホ
テ
ル
）

　
　
　
同
日
よ
り
組
織
強
化
の
た
め
四

　
　
　
国
へ
二
局
長
、
　
一
部
長
派
遣

　
　
昔
九
日
　
神
奈
川
県
仏
常
務
理
事

　
　
会
へ
出
席
（
矛
九
回
大
会
の
件

　
　
於
横
浜
玉
泉
寺
）

　
二
月

　
　
　
二
日
　
A
・
A
問
題
研
究
講
演

　
　
会
を
開
催
（
於
丸
内
工
業
ク
＼
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財
団
法
人
全
日
本
仏
教
会
昭
和
三
十
六
年
度
予
算
書

　　㈹　 帥　 ㈲　 ⇔　 ⇔　　　（トう
　（1）　（1）　（1）　（1）　（1）　（2）（1）
　①　繰①　雑①　基①　未①　寄①　①　負　　適
合　繰　　雑　　i基金　未納　寄　　各　各　款

計1郷ll欝ll騰1疑雲1
　金　 入　 実　 金　 金　 金　金

　　　　　　　　　　　e
　　　　（2）　　　　（1）
④⑧②①　⑤④⑧②①　享　　歳

費出費費　金費直証当

自
昭
和
三
十
六
年
四
月
　
　
一
日

至
昭
和
三
十
七
年
三
月
三
十
一
日

　
　
（
単
位
千
）

金
　
　
額

六
、
一
〇
〇

五
、
○
○
〇

五
、
○
○
〇

一
、
一
〇
〇
　
　
〇

一
、
一
〇
〇
　
　
〇

　
　
二
〇
〇
　
　
△

　
　
二
〇
〇
　
　
△

　
　
二
〇
〇
　
　
△

　
　
　
五
〇
　
　
△

　
　
　
五
〇
　
　
△

　
　
　
五
〇
　
　
△

　
　
　
三
五
　
　
△

　
　
　
三
五
　
　
△

　
　
　
三
五
　
　
△

　
　
四
〇
〇

　
　
四
〇
〇

　
　
四
〇
〇

　
　
　
　
一
　
　
△

　
　
　
　
一
　
　
△

　
　
　
　
一
　
　
△

六
、
七
八
六
　
　
〇

　
　
（
単
位
千
）

金
　
　
額

四
、
〇
九
六

二
、
二
四
六

　
　
　
九
〇

一、

l
二
二

　
　
五
一
四

　
　
一
七
〇

　
　
　
五
〇

　
　
八
五
〇

　
　
三
〇
〇

　
　
三
〇
〇

　
　
　
四
〇

　
　
　
二
〇

　
　
（
O
印
増
、
△
印
減
）

　
　
　
前
年
度
比

〇
　
一
、
四
五
〇

三
、
六
〇
〇
＋
一
、
四
〇
〇
四
割
増

三
、
六
〇
〇
＋
一
、
四
〇
〇
四
割
増

oooooOO

一
〇
〇

一
〇
〇

三
〇
〇

三
〇
〇

三
〇
〇

　
五
〇

　
五
〇

　
五
〇

　
　
五

　
　
五

　
　
五

　
　
四
九

　
　
四
九

　
　
四
九

一
、
〇
四
六

（
0
印
増
、
△
印
減
）

前
年
度
比

　
六
四
八

　
四
九
八

一
九
四

二
一
四

　
九
〇

五
〇

五
〇

　（3）

①　⑦⑥⑤
　旅
旅　雑印備

費銀歯品

費田螺費

　
㈲
　
関
西
事
務
局
費

　
　
①
関
西
事
務
局
費

⇔
　
総
務
局
費
　
　
　
　
一
、

　
ω
会
議
　
費

　
　
①
理
事
会
費

　
　
②
　
評
議
員
会
費

　
　
③
各
種
委
員
会
費

　
　
④
　
会
　
議
　
費

　
②
　
共
通
事
項
処
弁
費

　
　
①
共
通
事
項
処
弁
費

　
㈲
　
調
査
研
究
費

　
　
①
調
査
研
究
費

　
㈲
　
渉
外
　
費

　
　
①
　
渉
　
外
　
費

⇔
組
織
局
費

　
ω
　
組
織
強
化
費

　
　
①
組
織
強
化
費

　
　
②
国
内
仏
教
徒
会
議
費

　
②
　
教
　
化
　
費

　
　
①
講
習
会
費

　
　
②
　
教
化
諸
費

　
㈲
　
弘
　
報
　
費

　
　
①
機
関
紙
発
行
費

　
　
②
宣
伝
・
報
道
費

四
国
際
局
費

　
ω
　
国
外
運
動
費

　
　
　
　
海
外
仏
教
使
節

　
　
①
接
待
費

　
　
　
　
世
界
仏
教
徒

　
　
②

　
　
　
　
文
化
交
流
費

　
　
③
国
際
仏
教
運
動
費

㊨
　
雑
　
　
　
費

　
ω
　
雑
　
　
　
費

　
　
①
雑
　
　
　
　
費

　
　
予
　
備
　
費

　
ω
　
予
　
備
　
費

　
　
①
　
予
　
備
　
費

　
　
　
合
　
　
計
　
　
　
　
六
、

一五五　二ニ　一一三五五九二二　　二二二ニー　六〇五五五五　一
七〇〇五三八八○八○○〇六〇〇五五二二〇〇一八〇七〇〇〇〇二五二
〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇九〇〇一〇〇〇〇〇〇〇〇〇

一
〇
〇

二
三
〇

　
五
〇

　
五
〇

　
五
〇
一
一
〇

一
一
〇

一
一
〇

七
八
六

ooOOOOOOOOOOOOOO0OOOOOOOO

一
〇
〇

一
〇
〇

一
〇
八

　
八八

五五六〇〇
〇〇〇〇〇○○

八八
○○

二五五
〇〇〇

　
　
三
〇

　
　
二
〇

　
　
二
〇

　
　
二
〇

　
　
六
〇

　
　
六
〇

　
　
六
〇

陶
、
〇
四
六

　
＼
　
　
　
　
ラ
ブ
）

　
　
　
　
四
日
　
セ
イ
ロ
ン
独
立
祝
賀
レ

　
　
　
　
セ
プ
シ
ヨ
ン
へ
出
席
（
於
麻
布

　
　
　
　
光
輪
閣
）

　
　
　
　
八
日
　
常
務
理
事
会
（
新
年
度

　
　
　
　
予
算
等
、
於
京
都
西
本
願
寺
）

　
　
　
　
九
日
　
全
国
宗
務
総
長
、
代
表

　
　
　
　
者
会
議
（
於
京
都
西
本
願
寺
）

　
　
　
　
中
原
総
務
部
主
事
急
逝

　
　
　
十
四
日
　
国
会
議
員
と
の
懇
談
会

　
　
　
　
へ
出
席
（
墓
地
の
件
）

　
　
　
十
五
日
　
大
慾
禦
の
集
い
に
出
席

　
　
　
　
（
於
東
京
音
羽
豊
山
派
宗
務
所

　
　
　
　
ホ
ー
ル
）

　
　
　
十
六
日
　
墓
地
法
改
正
請
願
の
た

　
　
　
　
め
衆
参
各
議
員
を
訪
聞

　
　
　
十
七
日
　
中
原
主
事
本
葬
に
参
列

　
　
　
二
十
日
　
同
日
と
廿
一
日
に
か
け

　
　
　
　
墓
地
法
改
正
請
願
の
た
め
衆
参

　
　
　
　
各
議
員
を
訪
問

　
　
　
廿
四
日
　
東
日
本
地
区
仏
教
会
長

　
　
　
　
会
議
（
新
年
度
予
算
等
、
於
築

　
　
　
　
地
サ
ボ
イ
）

　
　
　
廿
五
日
　
全
仏
通
信
オ
五
十
八
号

　
　
　
　
発
行

　
　
　
廿
七
日
　
大
谷
聲
雄
参
院
議
員
帰

　
　
　
　
朝
談
話
会
へ
出
席
（
於
工
業
ク

　
　
　
　
ラ
ブ
）

　
　
三
月

　
　
　
　
六
日
　
墓
地
問
題
緊
急
協
議
会

　
　
　
　
開
催
（
於
築
地
本
願
寺
）

　
　
　
　
八
日
　
ブ
ラ
ジ
ル
母
国
観
光
団

　
　
　
　
来
日
（
横
浜
港
）

　
　
　
　
九
日
　
日
宗
連
理
事
会
（
新
年

　
　
　
　
度
予
算
等
）

　
　
　
十
八
日
　
連
印
チ
ベ
ッ
ト
難
民
へ

　
　
　
　
喚
鐘
送
付
（
神
戸
港
よ
り
）

　
　
　
十
五
日
　
千
葉
県
仏
役
員
総
会
へ

　
　
　
　
出
席
（
墓
地
問
題
等
）

　
　
　
昔
七
日
　
孝
道
教
団
岡
野
夫
妻
帰

　
　
　
　
国
歓
迎
会
へ
出
席
（
於
横
浜
ホ

　
　
　
　
テ
ル
ニ
ュ
ー
グ
ラ
ン
ド
）

　
　
　
三
十
日
　
常
務
理
事
会
（
新
年
度

　
　
　
　
予
算
等
）

　
　
　
光
一
日
　
評
議
員
会
、
理
事
会
（
新

　
　
　
年
度
予
算
等
）
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寺
院
住
職
に
詑
び
状
提
出

旧
学
会
信
者
が
非
行
を
俄
悔

　
創
価
学
会
員
に
よ
っ
て
無
承
認
強
行

埋
葬
の
暴
挙
を
受
け
た
東
京
都
内
の
某

寺
院
住
職
に
対
し
て
、
本
問
題
の
発
端

と
な
っ
た
A
家
か
ら
謝
罪
文
が
寄
せ
ら

れ
る
と
云
う
事
実
が
有
っ
た
。

　
こ
と
の
起
り
は
A
家
の
主
人
が
昨
春

死
亡
し
た
の
に
鑑
み
、
学
会
員
で
あ
っ

た
関
係
上
、
学
会
の
協
力
を
得
て
当
寺

院
住
職
の
墓
地
管
理
権
を
全
た
く
無
視

し
て
強
引
に
埋
葬
し
て
し
ま
い
今
日

に
至
っ
た
の
で
あ
る
が
、
最
近
A
家
の

後
継
者
で
あ
る
T
君
（
十
五
才
）
が
附

近
で
遊
ん
で
い
る
中
に
突
然
の
山
崩
れ

に
遇
っ
て
不
慮
の
死
を
遂
げ
て
し
ま
っ

た
。
A
家
一
族
は
悲
嘆
の
ど
ん
底
に
あ

っ
て
、
か
つ
て
同
家
の
主
人
の
葬
儀
埋

葬
に
あ
た
っ
て
お
寺
を
無
視
し
、
無
承

認
強
行
埋
葬
を
成
し
其
後
も
墓
参
は
お

ろ
か
追
善
も
し
な
い
で
、
全
た
く
放
念

し
て
い
た
か
ら
こ
そ
こ
の
災
難
を
受
け

た
の
だ
。
そ
し
て
学
会
は
幸
福
を
オ
一

の
旗
印
し
と
し
て
入
会
を
勧
誘
し
て
来

た
け
れ
ど
、
そ
れ
は
単
な
る
方
便
で
あ

っ
て
何
ら
の
加
護
を
受
け
る
も
の
で
は

な
い
と
云
う
こ
と
に
気
が
つ
き
、
A
家

族
全
員
は
深
く
反
省
繊
悔
し
左
の
よ
う

な
詑
び
状
を
当
の
寺
院
住
職
に
と
ど
け

て
来
た
。

　
　
　
　
詫
　
び
　
状

　
私
儀
亡
父
某
の
遺
骨
埋
葬
に
当
っ
て

昭
和
三
十
五
年
三
月
二
十
七
日
貴
住
職

の
墓
地
管
理
権
を
無
視
し
、
無
断
強
行

埋
葬
を
し
た
こ
と
は
誠
に
申
訳
あ
り
ま

せ
ん
。
鼓
に
そ
の
非
行
を
心
よ
り
お
詫

び
申
上
げ
ま
す
。
今
後
は
絶
対
に
邪
教

に
迷
わ
さ
れ
る
こ
と
な
く
貴
本
尊
に
帰

依
し
、
貴
寺
院
の
尊
厳
を
保
ち
そ
の
慣

習
を
尊
重
し
、
檀
徒
と
し
て
の
義
務
一

切
履
行
を
致
し
ま
す
。

　
後
日
の
た
め
よ
っ
て
如
露

　
昭
和
三
十
六
年
三
月
二
〇
日

　
　
　
　
右
本
人
A
署
名
捺
印

　
　
紀
寺
住
職
殿

　
な
お
、
右
住
職
は
A
家
の
一
族
と
納

得
の
ゆ
く
ま
で
話
し
合
い
、
学
会
を
脱

会
し
て
再
び
当
寺
院
の
檀
徒
に
な
る
事

を
諒
超
し
た
の
で
、
本
事
件
は
自
然
消

滅
的
に
解
決
し
た
わ
け
で
あ
る
が
、
全

仏
に
は
そ
の
後
も
ぞ
く
ぞ
く
学
会
員
と

寺
院
側
と
の
紛
争
事
例
届
書
が
送
ら
れ

て
来
て
お
り
、
こ
の
ほ
か
に
も
右
の
よ

う
な
詑
び
状
が
添
付
さ
れ
て
送
ら
れ
て

来
て
い
る
も
の
も
あ
る
。
全
仏
で
は

同
信
各
位
の
一
層
の
御
協
力
御
支
援
を

熱
望
し
て
い
る
。

　
　
福
岡
県
篠
栗
町
に

　
　
　
仏
舎
利
殿
近
く
完
成

　
去
る
昭
和
三
十
一
年
七
月
ビ
ル
マ
仏

教
会
（
会
長
ウ
。
チ
ャ
ン
ト
ン
氏
）
よ

り
牛
仏
を
通
じ
て
福
岡
県
仏
教
会
（
会

長
蒲
池
繁
氏
）
へ
仏
舎
利
が
贈
ら
れ
た

が
、
こ
の
ほ
ど
福
岡
県
篠
栗
町
の
丘
陵

地
帯
に
仏
舎
利
殿
が
ほ
ぼ
完
成
し
近
く

落
慶
式
典
が
行
わ
れ
る
事
に
な
っ
た
。

な
お
同
仏
舎
利
殿
中
に
、
日
本
仏
教
八

宗
祖
の
掛
軸
を
掲
げ
た
い
と
の
強
い
要

望
が
心
仏
舎
利
殿
の
建
設
に
当
初
か
ら

協
力
し
て
い
る
井
上
同
町
長
等
か
ら
成

さ
れ
た
の
で
、
全
廃
で
は
過
般
二
月
八

日
京
都
で
開
催
の
常
務
理
事
会
で
八
宗

祖
掛
軸
の
奉
安
に
つ
い
て
然
る
べ
く
関

係
各
宗
派
へ
幹
施
の
労
を
と
る
事
に
決

定
し
た
の
で
こ
の
旨
蒲
池
福
岡
県
仏
会

長
並
に
井
上
篠
栗
町
長
あ
て
報
告
し
た

　
季
和
の
鐘
が
船
出

　
　
　
在
印
チ
ペ
ツ
ト
避
難
民
へ

　
既
報
の
と
お
り
、
在
印
チ
ベ
ッ
ト
避

難
民
へ
救
援
の
一
助
と
し
て
送
ら
れ
る

こ
と
に
な
っ
て
い
た
喚
鐘
二
個
（
京
都

東
本
願
寺
、
横
浜
孝
道
教
団
よ
り
寄
贈
）

は
送
付
の
諸
手
続
き
一
切
を
終
り
、
三

月
十
八
日
神
戸
港
よ
り
海
路
イ
ン
ド
へ

向
け
船
出
し
た
。
全
仏
で
は
駐
印
日
本

大
使
館
へ
こ
の
む
ね
を
通
報
す
る
と
と

も
に
、
同
大
使
館
経
由
で
甲
信
チ
ベ
ッ

ト
避
難
民
に
対
し
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
っ

た
。　
　
日
韓
仏
教
交
流
に
つ
き
回
答

　
露
仏
で
は
在
日
大
韓
仏
教
連
合
会

（
会
長
趙
氏
）
あ
て
に
三
月
三
日
付
公

信
を
以
て
、
賞
典
両
国
仏
教
徒
交
流
に

つ
い
て
の
議
案
が
、
過
般
大
韓
仏
教
弓

馬
宗
矛
二
回
定
期
総
会
に
お
い
て
採

択
さ
れ
た
の
で
、
祝
意
を
表
す
る
と
と

も
に
、
韓
日
両
国
仏
教
徒
親
善
使
節
の

相
互
交
換
に
つ
い
て
は
、
本
年
四
月
か

ら
五
月
に
か
け
て
京
都
知
恩
院
、
東
、

西
本
願
寺
で
土
へ
々
宗
祖
の
大
遠
忌
法
要

が
大
々
的
に
挙
行
さ
れ
る
の
で
、
今
直

ち
に
こ
れ
を
実
現
す
る
事
は
極
め
て
困

難
で
あ
る
。
故
に
当
地
に
お
け
る
大
遠

忌
法
要
が
終
了
し
て
か
ら
、
種
々
具
体

的
な
話
し
合
い
を
進
め
て
行
く
こ
と
に

な
る
だ
ろ
う
と
云
う
二
月
八
日
開
催
の

常
務
理
事
会
の
結
論
を
書
面
で
送
っ

た
。
全
仏
で
は
一
日
も
早
く
日
韓
両
国

の
仏
教
徒
の
交
流
が
再
現
さ
れ
る
こ
と

を
望
ん
で
い
る
。

　
千
葉
県
仏
教
会

　
　
　
　
墓
地
対
策
役
員
会
開
く

　
一
昨
年
か
ら
再
発
足
し
た
千
葉
県
仏

教
会
（
理
事
長
熊
野
竜
夫
氏
）
は
其
の

後
着
実
な
運
動
を
つ
づ
け
て
い
る
が
、

三
月
廿
五
日
午
後
一
時
よ
り
千
葉
市
吾

妻
町
光
明
寺
の
事
務
所
で
役
員
会
を
開

催
、
特
に
問
題
を
墓
地
問
題
対
策
を
中

心
と
し
て
全
仏
か
ら
依
頼
の
あ
っ
た
事

例
報
告
書
に
つ
い
て
種
々
協
議
を
行
っ

た
。
当
日
は
十
四
支
部
の
幹
部
が
出
席

し
本
部
か
ら
柳
部
長
が
信
義
の
事
業
全

般
に
つ
い
て
の
報
告
と
墓
地
問
題
に
つ

い
て
協
力
方
の
依
頼
を
な
し
、
さ
ら
に

東
京
墓
地
対
の
林
常
任
委
員
か
ら
墓
地

に
関
す
る
一
般
報
告
と
法
律
に
つ
い
て

詳
細
な
説
明
が
な
さ
れ
、
活
擾
な
る
意

見
や
質
疑
が
あ
っ
て
太
問
題
の
重
要
性

を
確
認
し
、
最
後
に
熊
野
県
仏
理
事
長

か
ら
、
本
年
度
の
本
県
の
事
業
計
画
の

中
に
本
問
題
に
つ
い
て
の
地
区
別
の
説

明
会
等
を
開
い
て
万
全
を
期
す
る
等
の

申
合
せ
が
な
さ
れ
午
後
五
時
三
十
分
有

意
義
に
終
了
し
た
。

ブ
ラ
ジ
ル
母
国
観
光
団
か
え
る

　
ブ
ラ
ジ
ル
仏
教
徒
協
議
会
（
代
表
者

辻
本
昇
氏
）
で
は
既
報
の
と
お
り
、
十

二
名
の
母
国
観
光
団
を
派
遣
し
た
が
、

三
月
八
日
午
前
十
時
横
浜
港
南
桟
橋
接

岸
の
大
阪
商
船
「
あ
る
ぜ
ん
ち
な
丸
」

に
て
来
日
し
た
。
一
行
は
一
且
宿
舎
で

あ
る
総
持
寺
に
て
旅
装
を
解
い
た
の
ち

大
阪
商
船
の
招
待
に
て
都
内
各
所
の
観

光
に
出
発
し
た
。
そ
の
後
は
孝
道
教
団

を
か
わ
き
り
に
関
西
皇
宗
本
山
に
参
詣

し
た
の
ち
、
京
都
東
西
両
本
願
寺
に
て

行
わ
れ
て
い
る
宗
祖
親
善
聖
人
七
百
回

大
遠
忌
法
要
に
参
列
し
三
月
二
十
日
海

路
帰
途
に
つ
い
た
。
全
仏
で
，
は
同
団
長

に
対
し
左
の
よ
う
な
大
谷
会
長
の
「
歓

迎
の
こ
と
ば
」
を
送
っ
た
。

　
　
歓
迎
の
辞

　
こ
の
た
び
遠
く
幾
千
里
の
波
濤
を
越

え
て
母
国
日
本
を
訪
れ
た
ブ
ラ
ジ
ル
在

留
邦
人
の
皆
さ
ま
を
心
か
ら
歓
迎
い
た

し
ま
す
。
ブ
ラ
ジ
ル
を
は
じ
め
南
米
各

地
の
各
界
に
お
い
て
日
本
人
移
民
の
御

活
躍
ぶ
り
は
ま
こ
と
に
目
醒
ま
し
い
も

の
が
あ
り
、
南
米
各
界
の
指
導
者
は
皆

さ
ま
の
偉
大
な
る
功
績
に
対
し
、
深
い

敬
意
と
感
謝
の
念
を
持
っ
て
来
て
お
り

ま
す
。
我
々
六
千
万
の
日
本
仏
教
徒
は

矛
二
次
世
界
大
戦
を
惹
起
し
、
そ
し
て

世
界
史
上
ま
れ
に
み
る
王
気
を
な
め
た

こ
と
に
つ
い
て
特
に
深
い
繊
悔
の
念
を

持
ち
つ
づ
け
て
来
て
お
り
ま
す
。
そ
し

て
再
び
か
か
る
悲
劇
を
繰
り
返
さ
ぬ
こ

と
を
誓
い
合
い
世
界
平
和
人
類
福
祉
の

た
め
に
微
力
を
捧
げ
て
来
て
お
り
ま

す
。
我
々
日
本
人
の
み
な
ら
ず
、
世
界

中
の
人
々
は
も
は
や
戦
争
が
破
壊
以
外

の
何
物
を
も
も
た
ら
さ
な
い
こ
と
を
強

く
自
覚
す
る
と
共
に
、
恒
久
的
世
界
平

和
の
達
成
を
渇
望
い
た
し
て
お
り
ま

す
。
我
々
個
々
の
心
に
平
和
の
二
字
が

強
く
烙
印
さ
れ
る
と
き
、
世
界
平
和
へ

の
道
が
き
り
開
か
れ
る
こ
と
㌧
固
く
信

じ
て
お
り
ま
す
。
皆
さ
ま
の
中
に
は
過

去
数
十
年
に
亘
っ
て
母
国
訪
問
の
機
会

を
失
淫
し
夢
に
ま
で
見
た
母
の
国
日
本

の
風
情
を
い
ま
如
実
に
見
聞
し
、
無
上

の
感
激
に
浸
っ
て
お
ら
れ
る
方
が
多
い

か
と
存
じ
ま
す
。
ど
う
か
日
本
の
「
美

し
さ
」
を
心
に
秘
め
ら
れ
て
、
再
び
帰

国
の
う
え
は
そ
れ
を
心
の
灯
と
し
て
、

平
和
国
家
文
化
国
家
の
建
設
に
な
お
一

層
御
精
進
下
さ
い
ま
す
よ
う
祈
っ
て
止

み
ま
せ
ん
。
最
後
に
皆
さ
ま
が
無
事
日

本
に
お
け
る
滞
在
日
程
を
消
化
さ
れ
矛

二
の
母
国
へ
お
帰
り
頂
け
る
よ
う
念
願

い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　
昭
和
珊
六
年
三
月
八
日

　
　
　
財
団
法
人
　
全
日
本
仏
教
会

　
　
　
　
　
　
会
長
大
谷
光
暢

　
ブ
ラ
ジ
ル
在
留
邦
人

　
　
　
日
本
観
光
団
長
殿

　
大
谷
よ
し
雄
議
員
の

　
　
　
　
帰
朝
談
話
会

　
仏
教
政
治
同
盟
（
委
員
長
松
本
徳
明

氏
）
で
は
、
昨
年
末
西
独
を
は
じ
め
欧

米
各
国
を
歴
訪
し
、
一
月
下
旬
帰
国
し

た
参
議
院
議
員
全
仏
顧
問
大
谷
賛
雄
氏

の
帰
朝
談
話
会
を
二
月
廿
七
日
午
後
二

時
よ
り
東
京
丸
内
の
日
本
工
業
ク
ラ
ブ

に
て
開
き
、
い
ろ
い
ろ
興
味
深
い
話
を

き
い
た
。
全
滅
か
ら
理
事
長
以
下
各
局

部
長
等
が
出
席
し
た
。
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業
風
軒
豫
算
等
を
承
認

常
務
理
事
会
、
理
事
会
、
評
議
員
会
開
く

　
全
点
で
は
三
月
三
十
日
午
前
十
一
時

よ
り
十
二
時
三
十
五
分
に
亘
っ
て
東
京

築
地
レ
ス
ト
ラ
ン
・
サ
ボ
イ
に
お
い
て

常
務
理
享
会
を
開
催
し
次
の
議
題
を
討

議
し
夫
々
決
定
さ
れ
た
。

ω
　
昭
和
三
＋
六
年
度
冨
業
計
画
並
び

　
　
に
歳
入
歳
出
予
算
案
に
関
す
る
件

　
先
づ
太
田
理
事
長
が
挨
拶
し
引
続
き

議
案
を
上
提
、
別
所
部
長
が
議
案
の
説

明
を
な
し
審
議
の
結
果
、
万
場
一
致
原

案
通
り
可
決
承
認
し
た
。
次
い
で
決
算

報
告
に
つ
い
て
矛
九
回
仏
教
徒
会
議
開

催
の
関
係
上
、
評
議
員
会
の
了
承
を
受

け
て
評
議
員
へ
書
類
に
し
て
報
告
す
る

こ
と
に
決
定
し
た
。

②
　
そ
の
他
の
件

　
①
オ
九
回
全
日
本
仏
教
徒
会
議
の
件

　
本
会
議
要
項
を
提
案
し
狩
野
局
長
よ

り
説
明
が
あ
り
、
こ
れ
に
つ
い
て
の
意

見
を
聞
き
、
本
会
議
実
行
委
員
会
に
お

い
て
更
に
検
討
す
る
事
に
決
定
し
た
。

　
②
加
盟
承
認
の
件

　
世
界
仏
教
協
会
よ
り
の
全
仏
加
盟
申

込
み
に
つ
い
て
は
次
期
常
務
理
事
会
に

て
再
検
討
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
。

　
③
墓
地
問
題
に
つ
い
て

　
本
件
に
つ
き
紛
争
事
例
報
告
書
の
全

仏
へ
の
提
出
状
況
と
経
理
の
現
況
を
報

告
説
明
し
了
承
し
た
。

　
④
駐
日
セ
イ
ロ
ン
大
使
フ
オ
ン
セ
カ

　
郷
の
フ
ラ
ン
ス
へ
の
転
任
に
つ
き
歓

　
送
会
開
催
に
つ
い
て

　
本
件
に
つ
い
て
は
事
務
局
に
一
任
す

る
事
に
了
承
確
認
さ
れ
た
。

　
⑤
正
力
松
太
郎
氏
出
版
（
禅
と
念

　
仏
）
祝
賀
会
開
催
の
件

　
本
件
に
つ
い
て
は
発
起
人
を
選
出
し

て
開
催
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
。

　
　
⑥
人
事
の
件

　
　
門
屋
大
寿
（
主
事
）
福
井
清
俊
（
臨

　
時
書
記
）
を
新
た
に
採
用
す
る
こ
と
を

承
認
し
た
。
当
日
出
席
常
務
理
事
は
、

　
太
田
淳
昭
、
来
馬
道
断
、
長
岡
慶
信
、

　
平
林
宥
高
、
常
光
浩
然
、
千
々
和
宝
夫

　
神
田
尚
順
、
竹
村
愚
智
、
有
馬
清
雄
、

宮
谷
法
含
、
小
林
大
恥
の
各
氏

　
　
全
仏
理
事
会
は
三
月
三
十
一
日
午
後

　
一
時
よ
り
午
後
二
時
半
に
亘
っ
て
東
京

築
地
本
願
寺
会
議
室
に
お
い
て
開
か
れ

次
の
と
お
り
決
定
を
見
た
。

ω
　
昭
和
三
十
六
年
度
事
業
計
画
並
び

　
　
　
に
歳
入
歳
出
予
算
案
に
関
す
る
件

　
　
栗
本
局
長
よ
り
原
案
に
つ
い
て
詳
細

な
説
明
が
あ
り
万
場
一
致
可
決
確
定
さ

れ
た
。

②
　
矛
九
回
全
日
本
仏
教
徒
会
議
開
催

　
　
　
に
関
す
る
件

　
　
狩
野
局
長
よ
り
原
案
説
明
が
な
さ
れ

．
万
場
一
致
承
認
可
決
さ
れ
た
。

　
当
日
出
席
の
理
事
は

　
倉
持
秀
峰
、
三
原
信
一
、
小
林
大
巖

津
田
実
雄
、
神
田
尚
順
、
平
林
宥
高
、

蒲
池
　
繁
、
太
田
淳
昭
、
宮
谷
法
含

佐
々
木
近
衛
、
芳
賀
達
宗
、
千
々
和
載

天
、
摩
尼
清
之
、
阿
部
慶
昭
、
増
永
霊

感
、
山
本
杉
の
各
氏
（
含
委
任
状
）

　
全
銀
評
議
員
会
は
三
月
三
十
一
日
午

前
十
一
時
よ
り
十
二
時
四
十
分
に
亘
っ

て
東
京
築
地
本
願
寺
会
議
室
に
お
い
て

開
催
さ
れ
左
の
議
題
に
つ
い
て
熱
心
に

討
議
し
た
結
果
次
の
と
お
り
承
認
確
定

さ
れ
た
。

ω
　
昭
和
三
＋
六
年
度
事
業
計
画
並
び

　
　
に
歳
入
歳
出
予
算
案
に
関
す
る
件

　
先
づ
別
所
部
長
の
開
会
別
言
に
ひ
き

　
つ
づ
き
、
太
田
理
事
長
よ
り
昭
和
計
六

年
度
事
業
方
針
、
事
務
経
過
に
つ
い
で

の
説
明
報
告
が
な
さ
れ
、
つ
い
で
座
長

に
阿
部
竜
伝
氏
が
万
場
一
致
で
推
薦
さ

れ
た
。
次
に
栗
本
局
長
よ
り
昭
和
珊
六

年
度
二
仏
予
算
原
案
に
つ
き
詳
細
説
明

が
な
さ
れ
、
こ
れ
に
対
し
若
干
の
質
問

が
あ
っ
た
が
原
案
通
り
可
決
確
定
し
た

②
　
矛
九
回
全
日
本
仏
教
徒
会
議
開
催

　
　
の
件

　
狩
野
局
長
よ
り
詳
細
な
る
提
案
説
明

が
な
さ
れ
、
こ
れ
に
対
し
て
全
国
寺
院

に
望
む
全
仏
と
し
て
の
態
度
、
要
望
意

見
等
が
あ
っ
た
が
、
大
会
要
項
原
案
通

り
開
催
す
る
事
を
諒
承
し
た
。

　
当
日
出
席
評
議
員
は

　
渋
谷
亮
泰
、
金
子
正
則
、
松
浦
克
己

倉
持
秀
峰
、
北
之
内
真
竜
、
蒲
池
　
繁

広
沢
栄
孝
、
神
田
尚
順
、
石
川
存
静
、

村
野
宣
忠
、
熊
野
竜
夫
、
佐
瀬
淳
光

桜
井
栄
章
、
壬
生
照
順
（
松
井
代
）
小

野
塚
潤
澄
、
船
脚
暉
子
、
阿
部
竜
伝
、

小
谷
徳
水
、
野
村
宗
春
、
小
林
大
盛

（
代
）
村
上
目
宣
、
太
田
淳
昭
、
栗
本

俊
道
の
各
氏
。

縦
鴫
懲
霧
略
讐
覆

　
全
仏
で
は
四
月
六
日
午
前
十
時
よ
り

組
織
教
化
委
員
会
を
東
京
築
地
本
願
寺

会
議
室
に
お
い
て
開
催
し
左
の
議
題
に

つ
い
て
熱
心
に
協
議
し
た
。
な
お
終
っ

て
同
日
午
後
一
時
か
ら
築
地
サ
ボ
イ
に

お
い
て
汁
九
回
全
日
本
仏
教
徒
会
議
開

催
実
行
委
員
会
を
開
い
て
種
々
左
議
題

に
つ
い
て
協
議
し
た
。

　
　
　
議
　
題

一
、
矛
九
回
全
日
本
仏
教
徒
会
議
に
つ

　
　
い
て

二
、
矛
六
回
中
央
講
習
会
に
つ
い
て

三
、
そ
の
他
の
件

　
モ
　
一
　
一
　
　
－
、
，
㌦
一
～
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一
i
㌃
k
．
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中
国
仏
教
代
表

　
招
請
は
延
期

　
　
　
二
月
八
日
常
務
理
享
会
て

　
全
章
で
は
二
月
八
日
京
都
西
本
願
寺

に
て
常
務
理
事
会
を
開
催
し
、
懸
案
と

な
っ
て
い
た
中
国
仏
教
協
会
代
表
招
請

に
つ
い
て
慎
重
に
協
議
し
た
結
果
左
の

理
由
で
招
請
を
こ
こ
当
分
延
期
す
る
こ

と
に
決
っ
た
の
で
直
ち
に
国
際
委
員
あ

て
報
告
し
た
。

　
　
　
　
記

一
、
招
請
時
期
に
予
定
さ
れ
て
い
る
四

　
月
上
旬
よ
り
下
旬
に
か
け
て
京
都
知

　
恩
院
、
東
、
西
本
願
寺
の
三
山
と
も

　
宗
祖
大
遠
忌
法
要
時
に
あ
た
り
、
三

　
山
は
と
も
に
法
務
事
務
が
輻
冠
す
る

　
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
の
で
、
満
足
の

　
ゆ
く
歓
迎
に
自
信
が
持
て
な
い
こ
と

二
、
折
角
の
御
山
な
ら
ば
代
表
に
心
ゆ

　
く
ば
か
り
の
接
待
を
し
、
万
遺
漏
な

　
き
を
期
し
た
い
。
そ
の
意
味
で
十
分

　
な
る
計
画
案
を
練
る
た
め
に
は
か
な

　
り
の
日
時
を
要
し
、
ま
た
各
宗
本
山

　
夫
々
の
機
関
に
も
諮
っ
た
上
慎
重
を

　
期
し
た
い
こ
と

　
出
席
常
務
理
事
は
常
光
、
来
馬
、
千

々
和
、
木
全
、
野
村
（
小
林
代
）
小
野

塚
（
平
林
代
）
太
田
、
望
月
、
有
馬
、

伊
原
（
官
谷
代
）
武
田
の
導
師

西
独
か
ら
仏
教
徒
来
日

　
　
　
大
本
山
総
持
寺
で
座
禅

　
西
独
逸
の
出
身
で
熱
心
な
仏
教
徒
で

あ
る
オ
ッ
ト
ー
・
フ
オ
ル
ガ
i
氏
が
こ

の
ほ
ど
日
本
仏
教
、
特
に
禅
に
興
味
を

持
ち
座
禅
を
実
践
す
る
目
的
で
来
日
し

過
般
二
仏
事
務
局
へ
挨
拶
に
見
え
た
。

氏
は
西
ベ
ル
リ
ン
生
れ
で
生
粋
の
独
逸

人
で
あ
る
が
、
現
在
西
ベ
ル
リ
ン
に
在

る
セ
イ
ロ
ン
の
故
パ
ー
ル
ダ
ル
ケ
博
士

の
家
（
仏
教
徒
の
家
）
に
住
み
、
高
僧

シ
ャ
ン
デ
イ
・
バ
ド
ラ
師
の
高
弟
に
あ

た
る
人
で
あ
る
。
な
お
氏
は
単
身
で
西

独
か
ら
欧
州
各
地
を
巡
り
、
ビ
ル
マ
、

タ
イ
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
香
港
を
通
っ
て

三
月
下
旬
九
州
に
到
着
し
、
過
日
神
戸

か
ら
東
京
へ
つ
い
た
も
の
で
あ
る
が
す

べ
て
徒
歩
で
通
し
て
来
た
、
き
わ
め

て
熱
心
な
仏
教
徒
で
あ
る
。
来
日
以
来

細
川
量
釣
師
（
東
京
都
調
布
市
下
石
原

二
四
五
六
）
宅
に
起
居
を
共
に
し
て
い

た
が
、
四
月
四
日
か
ら
七
日
ま
で
大
本

山
総
持
寺
に
て
座
禅
実
践
に
精
進
し
た

汁
六
回
世
界
仏
教
徒
会
議

　
　
　
　
今
秋
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
開
催

　
か
ね
て
中
止
さ
れ
て
い
た
オ
六
回
世

界
仏
教
徒
会
議
は
W
F
B
本
部
ウ
・
チ

ャ
ン
ト
ン
会
長
ら
の
努
力
に
よ
り
、
本

年
十
一
月
に
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
お
い
て
開

催
さ
れ
る
こ
と
に
確
定
し
た
と
云
う
報

が
過
般
W
F
B
本
部
事
務
次
長
よ
り
四

仏
国
際
局
長
あ
て
に
寄
せ
ら
れ
た
。
全

野
で
は
い
ず
れ
正
式
通
知
が
あ
り
次
矛

具
体
的
に
検
討
す
る
事
に
な
っ
て
い
る

　
渡
米
宗
教
視
察
団

　
　
　
　
　
本
年
秋
に
出
発
か

　
か
ね
て
か
ら
渡
米
日
本
宗
教
視
察
団

員
の
選
出
に
つ
い
て
協
議
し
て
い
た
日

本
宗
教
連
盟
（
理
事
長
太
田
淳
昭
氏
）

で
は
一
．
応
の
人
選
も
終
え
た
が
、
こ
の

ほ
ど
招
請
先
の
米
国
ア
イ
オ
ワ
大
学
教

授
バ
ッ
ハ
博
士
か
ら
、
招
請
を
予
定
し

て
い
た
四
月
頃
は
都
合
が
悪
い
の
で
本

年
秋
に
し
て
ほ
し
い
旨
来
信
が
あ
っ
た

の
で
日
宗
連
と
し
て
は
十
月
頃
代
表
を

派
遣
す
る
意
向
の
よ
う
で
あ
る
。

世
界
仏
教
文
化
研
究
所
長

　
　
R
・
L
ソ
昌
一
博
士
近
く
来
日

　
来
る
五
月
九
日
か
ら
二
週
間
に
亘
っ

て
東
京
、
京
都
、
九
州
の
各
地
会
場
に
お

い
て
精
神
文
化
国
際
会
議
が
、
中
外
日

報
社
、
国
際
文
化
交
友
会
（
理
事
長
中
野

与
之
助
氏
》
の
共
催
に
よ
り
、
世
界
各

国
か
ら
多
数
の
代
表
を
招
い
て
開
催
さ

れ
る
が
、
ビ
ル
マ
代
表
と
し
て
五
月
上

旬
来
日
す
る
R
・
L
ソ
ニ
ー
博
士
か
ら

こ
の
ほ
ど
全
仏
あ
て
来
信
が
あ
り
同
会

議
が
終
了
し
て
か
ら
日
本
仏
教
界
の
幹

部
級
の
人
々
と
懇
談
し
親
交
を
深
め
た

い
、
ま
た
各
宗
本
山
も
参
拝
し
た
い
か

ら
斡
施
し
て
ほ
し
い
と
申
越
し
て
来
た

　
因
み
に
博
士
は
イ
ン
ド
人
で
ビ
ル
マ

に
お
け
る
著
名
な
医
者
で
あ
り
数
々
の

医
学
的
著
述
を
新
聞
等
に
掲
載
し
て
い

る
。
ま
た
一
方
、
月
刊
誌
「
仏
陀
の
光
」

の
主
筆
者
で
あ
り
、
国
際
仏
教
の
リ
ー

ダ
τ
と
し
て
認
め
ら
れ
て
も
お
り
、
現

在
ビ
ル
マ
マ
ン
ダ
レ
ー
に
あ
る
世
界
仏

教
文
化
研
究
所
の
所
長
の
役
に
あ
る
。
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A
・
A
諸
国
の
大
成こ
　
そ

世
界
平
和
へ
の
道
1

外
務
省
山
田
顧
問
が
力
説

　
既
報
の
と
お
り
、
全
仏
で
は
二
月
二

日
午
後
一
時
か
ら
東
京
丸
内
の
日
本
工

業
ク
ラ
ブ
に
お
い
て
「
プ
ジ
ア
。
ア
フ

リ
カ
」
問
題
に
つ
い
て
の
研
究
講
演
会

を
、
外
務
省
よ
り
現
顧
問
山
田
特
高
氏

（
元
次
官
）
を
講
師
と
し
て
招
き
全
点

理
事
、
常
務
理
事
、
国
際
委
員
、
東
京

各
区
仏
教
会
長
、
二
一
な
ど
多
数
が
出

席
し
て
開
催
し
た
。
な
お
山
田
顧
問
の

講
演
に
先
だ
つ
て
、
昨
年
末
イ
ン
ド
方

面
か
ら
帰
国
し
た
中
山
理
々
師
（
全
話

国
際
委
員
長
）
の
帰
朝
談
が
あ
っ
た
。

な
お
山
田
顧
問
の
講
演
要
旨
は
次
の
と

お
り
で
あ
る
。
「
私
は
い
ま
直
ち
に
A

ザ
A
グ
ル
ー
プ
の
共
通
点
は
何
か
と
云

わ
れ
て
も
十
把
一
ト
か
ら
げ
に
い
え
な

い
が
、
か
つ
て
は
い
つ
れ
も
西
欧
諸
国

家
の
植
民
地
で
あ
っ
た
こ
と
、
そ
し
て

一
般
的
に
は
反
西
欧
的
感
情
が
強
く
、

西
欧
に
対
す
る
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
が
露

骨
で
あ
る
と
云
う
こ
と
が
共
通
点
で
あ

る
と
思
い
ま
す
。
た
め
に
内
政
面
の
遅

れ
が
西
欧
の
そ
れ
に
比
べ
て
著
る
し
い

も
の
が
あ
り
ま
す
。
従
っ
て
こ
れ
ら
A

・
A
グ
ル
ー
プ
の
帰
趨
と
云
う
事
は
最

も
重
要
視
さ
れ
て
い
る
問
題
で
あ
る

は
こ
れ
ら
グ
が
、
一
方
自
由
主
義
国
家

群
に
あ
っ
て
ル
ー
プ
の
動
き
は
「
世
界

平
和
」
へ
の
道
に
直
接
乃
至
間
接
に
つ

な
が
る
も
の
と
し
て
つ
ね
に
注
目
さ
れ

て
来
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
国
際

的
背
景
の
中
に
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
地

域
に
対
す
る
共
産
主
義
の
侵
透
は
最
近

と
み
に
顕
著
に
な
り
つ
つ
あ
る
こ
と
は

国
際
的
に
大
問
題
と
な
っ
て
来
て
い
る

が
、
こ
の
問
題
は
今
後
国
際
上
に
長
い

懸
案
の
糸
を
ひ
く
こ
と
に
な
る
と
思
わ

れ
ま
す
。
ま
た
こ
れ
ら
の
荒
漠
と
し
た

地
域
に
お
い
て
特
に
教
育
の
方
面
は
ど

う
な
っ
て
い
る
か
と
云
う
と
、
全
く
開

拓
さ
れ
て
来
て
い
な
い
と
云
っ
た
方
が

本
当
で
、
殆
ん
ど
九
十
パ
ー
セ
ン
ト
の

人
々
が
文
盲
で
あ
る
と
云
っ
て
も
過
言

で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
現
在
で
も
こ

の
方
面
の
開
拓
計
画
は
遅
々
と
し
て
進

ん
で
お
ら
ず
、
こ
れ
が
着
手
に
は
な
お

相
当
長
い
年
月
が
か
か
る
と
思
わ
れ
ま

す
。
私
は
あ
る
パ
ー
テ
ィ
の
席
上
で
あ

ち
ら
の
上
流
夫
人
が
日
本
で
は
掃
除
人

夫
も
ま
た
乞
食
で
さ
え
も
皆
新
聞
を
読

ん
で
い
る
。
実
に
す
ば
ら
し
い
こ
と
だ
。

日
本
は
実
際
ア
ジ
ア
の
ホ
ー
プ
で
あ
る

と
日
本
を
ほ
め
た
た
え
て
い
た
の
を
聞

い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
一
方
貧

豊
の
差
が
非
常
に
激
し
い
。
一
人
で
幾

つ
も
の
村
を
持
っ
て
い
る
と
云
っ
た
者

も
可
成
り
あ
る
、
と
思
え
ば
食
う
や
食

わ
ず
の
日
々
を
送
っ
て
い
る
と
云
っ
た

も
の
も
あ
る
の
で
す
。
実
に
驚
ろ
く
べ

き
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
彼
等
の
民

族
意
識
は
相
当
過
敏
で
且
つ
露
骨
で
あ

り
、
今
ま
で
差
別
鶴
里
つ
ま
り
抑
庄
さ

れ
て
い
た
、
つ
ま
り
そ
れ
に
対
す
る
反

発
心
、
反
抗
心
の
激
し
さ
は
非
常
な
根

強
さ
を
持
っ
て
お
り
ま
す
。
彼
等
の
共

産
主
義
に
対
す
る
意
識
態
度
は
ど
う
か

と
云
う
と
、
彼
等
も
勿
論
共
産
主
義
は

恐
ろ
し
い
、
そ
し
て
そ
れ
に
対
す
る
警

戒
心
も
つ
よ
い
が
、
し
か
し
そ
の
前
に

食
う
事
が
先
決
で
あ
る
と
考
え
て
い
る

状
態
で
あ
り
ま
す
。
一
方
大
国
に
対
す

る
恐
怖
心
も
強
い
。
で
あ
る
か
ら
宗
教

に
対
す
る
態
度
も
衣
食
の
つ
ぎ
と
云
う

考
え
を
持
っ
て
い
る
も
の
が
大
部
分
と

云
っ
て
も
良
い
と
思
い
ま
す
。
と
に
か

く
南
ア
フ
リ
カ
は
と
も
か
く
と
し
て
、

北
部
の
特
に
農
家
な
ど
の
貧
し
さ
と
云

っ
た
ら
全
く
ひ
ど
い
。
狭
苦
し
く
、
き

た
な
ら
し
い
土
間
に
食
器
が
わ
ず
か
に

散
在
し
て
い
る
の
み
と
云
っ
た
家
が
多

い
。
私
も
か
つ
て
駐
イ
ラ
ン
大
使
と
し

て
彼
の
地
に
赴
任
し
て
い
た
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
が
、
或
る
日
舟
遊
に
出
か
け

て
見
た
と
こ
ろ
あ
る
若
者
が
私
が
日
本

人
と
わ
か
る
と
早
速
話
し
か
け
て
き
た

が
、
彼
は
上
述
の
夫
人
の
場
合
と
同
様

に
日
本
の
す
べ
て
の
面
の
偉
大
さ
を
認

め
て
、
日
本
は
ア
ジ
ア
の
ホ
ー
プ
で
あ

る
、
親
で
あ
り
兄
で
あ
る
と
云
い
、
心

か
ら
慕
っ
て
い
た
が
凡
ら
く
大
部
分
の

人
々
が
日
本
に
対
し
て
深
い
関
心
を
持

っ
て
い
る
こ
と
は
事
実
の
よ
う
で
す
。

現
代
に
お
い
て
世
界
平
和
、
人
類
の
幸

福
を
渇
望
し
な
い
人
は
無
い
で
し
ょ
う

　
私
は
世
界
平
和
の
達
成
は
A
・
A
グ

ル
ー
プ
の
大
成
に
よ
っ
て
成
る
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。
私
達
は
彼
等
民
族
の
要

望
を
容
れ
て
、
そ
れ
を
善
導
す
る
事
、

そ
こ
に
彼
等
の
繁
栄
が
成
さ
れ
る
の

で
あ
り
、
そ
れ
が
あ
っ
て
は
じ
め
て
私

達
の
繁
栄
が
あ
る
と
云
う
精
神
を
以
て

進
ん
で
行
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま

す
。
要
す
る
に
日
本
側
の
態
度
と
し
て

は
建
設
的
な
考
え
を
、
彼
等
後
進
国
に

も
た
せ
、
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
ル
ー
ル
に

の
っ
と
っ
て
兄
弟
同
…
様
の
精
神
で
指
導

に
あ
た
り
そ
し
て
交
流
を
深
め
て
ゆ
か

ね
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
私
は
そ

の
精
神
を
忘
れ
ず
日
本
が
努
力
し
て
行

く
時
、
は
じ
め
て
世
界
平
和
の
礎
石
が

敷
か
れ
て
い
く
も
の
と
固
く
信
じ
ま

す
。
」

　
な
お
終
っ
て
山
田
顧
問
を
囲
ん
で
国

際
問
題
に
つ
い
て
三
十
分
に
亘
っ
て
和

や
か
に
懇
談
し
、
午
後
三
時
四
十
分
頃

散
会
し
た
。

　
平
和
を
祈
念
し
て

　
　
　
中
国
へ
観
音
像
贈
る

　
戦
時
中
、
中
国
に
お
い
て
戦
っ
た
関

係
各
部
隊
の
旧
戦
友
に
呼
び
か
け
各
地

に
て
持
廻
り
大
会
を
開
き
、
旧
交
を
温

め
る
と
共
に
日
中
両
国
の
戦
没
者
慰
霊

を
行
い
以
て
両
民
族
の
平
和
と
繁
栄
を

祈
る
趣
旨
で
今
春
発
足
し
た
中
寸
土

（
代
表
山
崎
良
順
氏
）
で
は
同
会
総
会

を
兼
ね
平
和
を
祈
念
し
て
中
国
へ
贈
る

観
音
像
の
開
眼
並
に
戦
友
会
同
慰
霊
祭

を
全
仏
後
援
に
よ
り
四
月
九
日
午
前
九

時
よ
り
東
京
浅
草
寺
に
て
開
催
し
た
。

開
眼
並
に
慰
霊
法
要
は
浅
草
寺
管
首
清

水
谷
恭
順
大
僧
正
導
師
の
も
と
嚴
か
に

挙
行
さ
れ
、
終
っ
て
増
上
寺
法
主
椎
尾

弁
証
大
僧
正
の
記
念
講
演
が
あ
っ
た
。

　
こ
の
日
全
仏
か
ら
太
田
理
事
長
を
は

じ
め
各
局
部
長
主
事
ら
が
焼
香
労
々
参

列
し
た
。

　
な
お
、
右
観
音
豫
は
日
中
の
平
和
を

記
念
し
て
中
国
嘘
講
観
音
廟
内
に
奉
安

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
『
一
’

全
仏
推
薦

　
「
ビ
ル
マ
の
墓
標
」

　
　
　
　
　
鈴
木
錬
成
師
著

　
本
書
は
オ
ニ
次
大
戦
中
ビ
ル
マ
戦

線
に
転
戦
し
た
著
者
が
幾
多
の
戦
友

の
霊
を
慰
め
る
た
め
に
祈
り
を
さ
さ

げ
て
記
き
し
る
し
た
巡
礼
の
書
で
あ

る
。
著
者
は
戦
争
の
空
し
さ
を
訴
え

る
と
と
も
に
南
方
仏
教
や
同
地
方
の

風
土
を
く
ま
な
く
探
っ
て
い
る
。

　
　
　
ア
ー
ト
写
真
十
八
枚

　
　
　
　
定
価
一
二
〇
円
　
美
本

　
発
行
所
東
京
都
台
東
区
北
清
島
町

　
　
　
　
　
　
　
日
蓮
宗
宗
務
院

N
H
K
が
ウ
エ
サ
ー
カ
特
集
放
逡

　
日
本
放
送
協
会
（
N
H
K
）
で
は
五

月
廿
四
日
の
ウ
エ
サ
ー
カ
デ
ー
（
仏
陀

生
誕
、
成
道
、
入
浬
盤
等
を
祝
う
日
）

に
東
南
ア
ジ
ア
各
地
へ
向
け
て
ウ
エ
サ

ー
カ
特
集
放
送
を
す
る
。

仏
旗
を
か
か
げ
ま
し
よ
う

●
中
旗
（
三
、

●
小
旗
（
一
、

●
輪
袈
裟

●
レ
コ
ー
ド

五
尺
x
二
、
三
尺
）

　
　
　
三
六
〇
円

八
尺
x
一
、
二
尺
）

　
　
　
　
九
〇
円

五
〇
〇
円

三
五
〇
円

　
あ
、
こ
の
よ
ろ
こ
び
（
仏
教
徒

の
歌
）
裏
面
は
「
法
の
み
や
ま
」

　
仏
旗
、
レ
コ
ー
ド
、
輪
袈
裟
は

　
い
つ
れ
も
実
費

お
申
込
は
　
全
日
本
仏
教
会

圭
㍉
…
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
≧

　
　
一
あ
と
が
き
！

△
桜
の
丁
丁
も
早
や
過
ぎ
酷
熱
の
太

陽
が
ギ
ラ
ギ
ラ
と
輝
き
始
め
て
来
ま
し

た
。△
全
仏
も
新
年
度
を
迎
え
捲
土
重
来
の

意
気
に
燃
え
仏
教
界
の
内
蔵
す
る
諸
問

題
と
取
組
ん
で
お
り
ま
す
。
各
位
の
相

変
ら
ず
の
御
支
援
御
協
力
を
念
願
し
て

お
り
ま
す
。

△
墓
地
問
題
に
つ
い
て
は
各
位
の
特
段

の
御
協
力
に
よ
っ
て
進
展
し
て
お
り
ま

す
が
、
な
お
一
層
不
断
の
御
協
力
を
切

望
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

△
町
村
仏
教
会
読
で
の
諸
計
画
を
御
通

報
頂
け
れ
ば
幸
甚
。
編
集
子
は
鶴
首
し

て
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
　
（
か
生
）

鰯


